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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　表示画面を有し、前記筐体内に少なくとも一部が収容された表示部と、
　前記表示部の前記表示画面の反対側に位置された壁部と、
　前記壁部の前記表示画面の反対側の表面上に位置され、入力された信号から少なくとも
映像データを出力する入力信号処理回路が設けられた第一の回路基板と、
　前記表面上に位置され、前記入力信号処理回路から受けた映像データのフレームから補
間フレームを生成してフレームレートが増大した映像データを出力するフレームレートコ
ンバータ回路と当該フレームレートコンバータ回路から受けた映像データから前記表示部
を駆動するドライバ回路にタイミングを制御する信号を出力するタイミングコントロール
回路とが設けられた第二の回路基板と、
　を備えたことを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　前記表面上に突出するとともに前記表面に沿ったリブを備え、
　前記第一の回路基板と前記第二の回路基板とが前記リブを挟んで位置されたことを特徴
とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
　前記リブとして、前記壁部の左右方向の中央部で左右方向に間隔をあけて配置されて上
下方向に沿った二つの第一のリブを備え、
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　前記第二の回路基板が前記二つの第一のリブ間に位置され、
　前記第一の回路基板が前記二つの第一のリブのうち一つに対して前記第二の回路基板の
反対側に位置されたことを特徴とする請求項２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記第二の回路基板に対して上方で前記表面上に位置されて電源回路が設けられた第三
の回路基板を備えたことを特徴とする請求項３に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記二つの第一のリブ間で架け渡された第二のリブを備え、
　前記第二の回路基板が前記第二のリブに対して下方に位置され、前記第三の回路基板が
前記第二のリブに対して上方に位置されたことを特徴とする請求項４に記載の映像表示装
置。
【請求項６】
　前記第二の回路基板では、前記フレームレートコンバータ回路が前記タイミングコント
ロール回路より上方に位置されたことを特徴とする請求項３～５のうちいずれか一つに記
載の映像表示装置。
【請求項７】
　前記表示部と前記壁部との間に位置された導光部と、この導光部に光を照射する発光部
と、を有したバックライト機構と、
　前記表面上に位置され、前記発光部を発光させる電力を供給する発光部駆動回路が設け
られた第四の回路基板と、
　を備え、
　前記第四の回路基板が、前記二つの第一のリブに対して前記第一の回路基板の反対側に
位置されたことを特徴とする請求項３～６のうちいずれか一つに記載の映像表示装置。
【請求項８】
　筐体と、
　表示画面を有し、前記筐体内に少なくとも一部が収容された表示部と、
　前記表示部の前記表示画面の反対側に配置された壁部と、
　前記壁部の前記表示画面の反対側の表面上に位置され、入力された信号から少なくとも
映像データを出力する入力信号処理回路が設けられた第一の回路基板と前記入力信号処理
回路から受けた映像データのフレームから補間フレームを生成してフレームレートが増大
した映像データを出力するフレームレートコンバータ回路と当該フレームレートコンバー
タ回路から受けた映像データから前記表示部を駆動するドライバ回路にタイミングを制御
する信号を出力するタイミングコントロール回路とが設けられた回路基板と、
　を備えたことを特徴とする映像表示装置。
【請求項９】
　前記回路基板に対して左右方向にずれた状態に前記表面上に位置されて電源回路が設け
られた別の回路基板を備えたことを特徴とする請求項８に記載の映像表示装置。
【請求項１０】
　筐体と、
　表示画面を有し、前記筐体内に少なくとも一部が収容された表示部と、
　前記筐体内に収容され、入力された信号から少なくとも映像データを出力する入力信号
処理回路が設けられた第一の回路基板と、
　前記筐体内に収容され、前記入力信号処理回路から受けた映像データからフレームレー
トが増大した映像データを出力するフレームレートコンバータ回路と当該フレームレート
コンバータ回路から受けた映像データから前記表示部のドライバ回路に制御信号を出力す
るタイミングコントロール回路とが設けられた第二の回路基板と、
　を備えたことを特徴とする映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明の実施形態は、映像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フレームレートコンバータ回路と、その後段のタイミングコントロール回路と、
を備えた映像表示装置が知られている。一般的に、フレームレートコンバータ回路と、タ
イミングコントロール回路とは、それぞれ別個の回路基板に設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２１３２８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、フレームレートコンバータ回路では、単位時間あたりのデータの伝送量
が増大されるため、フレームレートコンバータ回路とタイミングコントロール回路とがそ
れぞれ別個の回路基板に設けられていると、それら回路基板間で、多数のケーブルを配置
することになって、製造の手間がかかったり製造コストが増大したりといった不都合が生
じる虞があった。
【０００５】
　そこで、本発明の実施形態は、フレームレートコンバータ回路とタイミングコントロー
ル回路とがそれぞれ別個の回路基板に設けられることによる不都合が生じにくい映像表示
装置を得ることを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態にかかる映像表示装置は、筐体と、表示部と、壁部と、第一の回路基
板と、第二の回路基板と、を備える。表示部は、表示画面を有し、筐体内に少なくとも一
部が収容される。壁部は、表示部の表示画面の反対側に位置される。第一の回路基板は、
壁部の表示画面の反対側の表面上に位置され、この第一の回路基板には、入力された信号
から少なくとも映像データを出力する入力信号処理回路が設けられる。第二の回路基板は
、表面上に位置され、この第二の回路基板には、入力信号処理回路から受けた映像データ
のフレームから補間フレームを生成してフレームレートが増大した映像データを出力する
フレームレートコンバータ回路と当該フレームレートコンバータ回路から受けた映像デー
タから前記表示部を駆動するドライバ回路にタイミングを制御する信号を出力するタイミ
ングコントロール回路とが設けられる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、実施形態にかかる映像表示装置の一例を示す正面図である。
【図２】図２は、実施形態にかかる映像表示装置の一例を示す側面図である。
【図３】図３は、実施形態にかかる映像表示装置の本体部の一例の模式的な分解斜視図で
ある。
【図４】図４は、第１実施形態にかかる映像表示装置の回路構成の一例を模式的に示すブ
ロック図である。
【図５】図５は、第１実施形態にかかる映像表示装置のバックカバーを取り外した状態の
一例を示す背面図である。
【図６】図６は、第１実施形態にかかる映像表示装置の第二の回路基板の一例を示す平面
図である。
【図７】図７は、第２実施形態にかかる映像表示装置の回路構成の一例を模式的に示すブ
ロック図である。
【図８】図８は、第２実施形態にかかる映像表示装置のバックカバーを取り外した状態の
一例を示す背面図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の複数の実施形態には、同様の構成要素が含まれている。よって、以下では、同様
の構成要素には共通の符号を付すとともに、重複する説明を省略する。また、一部の図で
は、便宜上、方向が規定されている。Ｘ方向は表示画面に対する正面視で左方（背面視で
は右方）、Ｙ方向は上方、Ｚ方向は表示画面の法線方向である。
【０００９】
＜第１実施形態＞
　図１，２に例示されるように、本実施形態では、例えばテレビジョン受像機として構成
される映像表示装置１は、台部３と、この台部３上に脚部５および取付部６を介して支持
された比較的薄い扁平な矩形状の本体部２と、を備えている。本体部２の筐体２ｃの前面
２ａには矩形状の開口部２ｅが設けられており、この開口部２ｅから、筐体２ｃ内に収容
された表示部４（表示ユニット８）の表示画面４ａが露出している。表示部４は、例えば
、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：liquid crystal display）や、有機ＥＬディスプレイ（Ｏ
ＥＬＤ：organic electroluminescent display）等のパネル（パネルユニット）である。
【００１０】
　筐体２ｃは、一例としては、前面２ａ側のフロントマスク２ｄや、後面２ｂ側のバック
カバー２ｆ等の分割体を組み合わせて構成される。取付部６は、後面２ｂから背後側に突
出しており、回動軸Ｃを中心として回動可能に、脚部５に支持されている。
【００１１】
　図３に示すように、本実施形態では、フロントマスク２ｄとバックカバー２ｆとで構成
された筐体２ｃ内に、表示部４とバックライト部（バックライト機構）１４とを含む表示
ユニット８が、収容されている。バックライト部１４をバックライトユニットとして組み
立てた後、バックライトユニット（バックライト部１４）と表示部４とを組みたてて、表
示ユニット８を構成することができる。なお、図３において、符号２１は組立用のねじで
ある。
【００１２】
　表示部４は、ベース部４ｂや、パネル部４ｃ、ソース基板４ｄ、ソースＣＯＦ（chip o
n film）４ｅ、ゲートＣＯＦ４ｆ等を備える。
【００１３】
　バックライト部１４は、バックプレート８ｂや、反射層１４ａ、導光部１５、プリズム
層１４ｂ、偏光層１４ｃ、フレーム１４ｄ、発光部１６等を備える。バックプレート８ｂ
、反射層１４ａ、導光部１５、プリズム層１４ｂ、および偏光層１４ｃは、いずれも正面
視で矩形状（長方形状）の扁平な形状を呈しており、これらは図３に示す順に積層されて
いる。
【００１４】
　複数の発光体（例えばＬＥＤ（light emitting diode）等、図示せず）を有した発光部
１６は、導光部１５の端部１５ａ～１５ｄのうち、本実施形態では左右両側の相互に対向
する端部１５ｃ，１５ｄに沿って、それら端部１５ｃ，１５ｄに間隙をあけて対向して位
置されている。なお、端部１５ｃ，１５ｄは、表示部４の端部４ｇ～４ｊ（図３参照）の
うち左右両側の相互に対向する端部４ｉ，４ｊに沿っている。よって、発光部１６および
発光体は、表示部４の端部４ｉ，４ｊにも沿っている。
【００１５】
　発光部１６に設けられた複数の発光体は、端部１５ｃ，１５ｄに沿って、端部１５ｃ，
１５ｄに対向した状態で、例えば一列に並べられている。発光体から出射した光は、板状
の導光部１５の端部１５ｃ，１５ｄから導光部１５内へ入り、前面１５ｅから出射される
。また、後面１５ｆ側には反射層１４ａが位置されているため、後面１５ｆから出射され
た光は、反射層１４ａで反射して導光部１５内に戻り、前面１５ｅから出射される。前面
１５ｅから出射された光は、プリズム層１４ｂおよび偏光層１４ｃを経て表示部４の後面
（表示画面４ａの裏面）に、バックライトとして照射される。なお、フレーム１４ｄは、
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比較的剛性の高い材料（例えば金属材料等）で構成され、バックプレート８ｂやリブ９（
図５参照）とともに、バックライト部１４および表示ユニット８の筐体として機能する。
【００１６】
　図４は、本実施形態にかかる映像表示装置１の映像の表示に関わる概略の回路構成を示
す図である。図４に示すように、映像表示装置１は、入力信号処理回路２０Ａ、フレーム
レートコンバータ（ＦＲＣ）回路２０Ｂ、タイミングコントロール（Ｔｃｏｎ）回路２０
Ｃ、ドライバ回路２０Ｄ、および表示部４を備える。
【００１７】
　入力信号処理回路２０Ａは、チューナやコネクタ等（図示せず）を有し、アンテナ等の
部品や、ＡＶ（audio visual）機器等から入力された信号を処理して、映像（ビデオ）デ
ータと音声（オーディオ）データとを出力する。また、入力信号処理回路２０Ａは、種々
の映像処理や、補正処理、映像合成処理等も行うことができる。
【００１８】
　フレームレートコンバータ回路２０Ｂは、入力信号処理回路２０Ａから映像データを受
け、例えば映像の動きベクトルから補間フレームを生成する等して、映像のフレームレー
トの変換を行う。また、フレームレートコンバータ回路２０Ｂは、３Ｄ映像を生成するた
めの処理や、高精細度化するための処理等も行うことができる。フレームレートコンバー
タ回路２０Ｂから出力される映像データの単位時間あたりのデータの伝送量は、入力され
る映像データに比べて増大する。
【００１９】
　タイミングコントロール回路２０Ｃは、フレームレートコンバータ回路２０Ｂから映像
データを受け、その後段のドライバ回路（ＸＹドライバ）２０Ｄを制御するタイミング信
号を生成し、映像データとタイミング信号とを出力する。
【００２０】
　ドライバ回路（ＸＹドライバ）２０Ｄは、表示部４に所定の映像を表示させるために、
タイミングコントロール回路２０Ｃから受けた信号に基づいて、表示部４（の複数のＴＦ
Ｔ（thin film transistor）等）を駆動する。
【００２１】
　ここで、図４に示すように、本実施形態では、入力信号処理回路２０Ａは第一の回路基
板７Ａに設けられ、フレームレートコンバータ回路２０Ｂおよびタイミングコントロール
回路２０Ｃは第二の回路基板７Ｂに設けられている。タイミングコントロール回路２０Ｃ
は、ドライバ回路２０Ｄや表示部４の性能や特性とのマッチングが必要であるため、ドラ
イバ回路２０Ｄや表示部４の製造者（サプライヤ）が開発したり製造したりする場合が多
い。これに対し、フレームレートコンバータ回路２０Ｂは、解像度や、精細度、特性、付
加価値等を高める機能等が追加される部分であるため、映像表示装置１の製造者（映像表
示装置１のアセンブリメーカ）が開発したり製造したりする場合が多い。このため、従来
は、フレームレートコンバータ回路２０Ｂと、タイミングコントロール回路２０Ｃとが、
それぞれ別個の回路基板に設けられ、これらフレームレートコンバータ回路２０Ｂとタイ
ミングコントロール回路２０Ｃとの間が、ケーブル（例えば、相互干渉をより抑制できる
ツイストペアケーブル等）で接続される場合が多かった。このような従来構成の場合、フ
レームレートコンバータ回路２０Ｂでは、上述したように、単位時間あたりのデータの伝
送量が増大するため、ケーブルの本数が増大しやすく、映像表示装置１の製造の手間や製
造コストの増大の一因となっていた。これに対し、本実施形態では、フレームレートコン
バータ回路２０Ｂとタイミングコントロール回路２０Ｃとを同一の回路基板７（第二の回
路基板７Ｂ）に設けることで、フレームレートコンバータ回路２０Ｂとタイミングコント
ロール回路２０Ｃとがそれぞれ別個の回路基板に設けられていた場合にデータ伝送量の多
い区間で（のデータ伝送に）必要であったケーブルが、不要となる。
【００２２】
　そして、本実施形態では、図５に示すように、複数の回路基板７（７Ａ～７Ｄ）が、表
示部４を含む表示ユニット８の背面（すなわち、表示画面４ａの反対側の表面）８ａ上に
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、ねじ（図示せず）等の結合具を介して取り付けられている。背面８ａ上にはボス部（図
示せず）が突出され、このボス部上に回路基板７が固定されている。よって、回路基板７
と背面８ａとの間には隙間が存在する。
【００２３】
　表示ユニット８の背面８ａをなす壁部としてのバックプレート８ｂには、背面視で略Ｈ
字状に配置されたリブ９（９Ａ，９Ｂ）が設けられている。リブ９（９Ａ，９Ｂ）は、背
面８ａ上に突出している。リブ９Ａ（第一のリブ）は、バックプレート８ｂの左右方向中
央部で、左右方向に間隔をあけて、上下方向に延びた姿勢で、相互に平行に設けられてい
る。また、リブ（第二のリブ）９Ｂは、二つのリブ９Ａの上下方向中間部の間で架け渡さ
れて左右方向に延びている。これらリブ９Ａ，９Ｂは、表示ユニット８を構造的に補強す
る部分（補強部、骨格部）である。これらリブ９Ａ，９Ｂは、バックプレート８ｂをプレ
ス等することで部分的に折り曲げて構成することができるし、別部材を付加することで構
成することができるし、あるいは、バックプレート８ｂを部分的に折り曲げた上で別部材
を付加することで構成することができる。なお、リブ９（例えばリブ９Ａ）には、ＶＥＳ
Ａ（登録商標）マウント用、すなわち、壁掛け用の結合部（例えば、ボス部やねじ孔等、
図示せず）が設けられる。
【００２４】
　そして、図５に示すように、本実施形態では、Ｈ字状に配置されたリブ９Ａ，９Ｂによ
って、表示ユニット８の背面８ａが、背面視（すなわち図５の視線）で右側のリブ９Ａよ
り右側の第一の領域Ａ１と、左右方向中央部でリブ９Ｂより下側の第二の領域Ａ２と、リ
ブ９Ｂの上側の第三の領域Ａ３と、左側のリブ９Ａの左側の第四の領域Ａ４とに、分けら
れている。これら各領域Ａ１～Ａ４に、複数の回路基板７（７Ａ～７Ｄ）や部品１３等が
適宜に分散して配置されている。
【００２５】
　一例として、本実施形態では、第一の領域Ａ１には回路基板（第一の回路基板）７Ａが
設けられ、第二の領域Ａ２には回路基板（第二の回路基板）７Ｂが設けられ、第三の領域
Ａ３には回路基板（第三の回路基板）７Ｃが設けられ、第四の領域Ａ４には回路基板（第
四の回路基板）７Ｄが設けられている。また、第四の領域Ａ４には、部品（例えば、ハー
ドディスクドライブや、スピーカ等）１３も設けられている。なお、図３に示すように、
各回路基板７はシールドケース２２で覆うことができる。
【００２６】
　図４に示すように、回路基板７Ａには入力信号処理回路２０Ａ（図４）が設けられ、回
路基板７Ｂにはフレームレートコンバータ回路２０Ｂやタイミングコントロール回路２０
Ｃ等が設けられる。図５に示すように、回路基板７Ａと回路基板７Ｂとは、右側のリブ９
Ａを挟んだ状態に位置されている。
【００２７】
　本実施形態では、回路基板７Ａと回路基板７Ｂとは、例えばＦＰＣ（flexible printed
 circuits）やＦＦＣ（flexible flat cable）等のフラットケーブル１２を介して接続さ
れる。上述したように、回路基板７Ａと回路基板７Ｂとの間には、リブ９Ａが位置し、こ
のリブ９Ａが背後側に向けて突出しているため、壁部としてのバックプレート８ｂと筐体
２ｃの後壁部としてのバックカバー２ｆとの間の隙間が、リブ９が無い場所に比べて狭く
なっている。ここで、本実施形態では、図４の構成としたことで、回路基板７Ａと回路基
板７Ｂとの間のデータの伝送量が、フレームレートコンバータ回路２０Ｂで増大される前
の状態で比較的少ないため、回路基板７Ａと回路基板７Ｂとを電気的に接続するケーブル
として、フラットケーブル１２を使用することができる。よって、本実施形態によれば、
ケーブル（の本数や太さ）によって筐体２ｃの薄型化や剛性や強度の向上等が阻害される
のを、抑制することができる。また、従来構成のようにより多数のツイストペアケーブル
を用いて回路基板間を接続していた構成に比べて、製造の手間およびコストを減らすこと
ができる。
【００２８】
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　また、本実施形態では、入力信号処理回路２０Ａが設けられる回路基板７Ａは、左右方
向中央部の領域Ａ２，Ａ３ではなく、左右方向端部側の領域Ａ１，Ａ４（本実施形態では
領域Ａ１）に、すなわち、二つのリブ９Ａのうち一方（本実施形態では右側のリブ９Ａ）
に対して、回路基板７Ｂの反対側に、設けられている。回路基板７Ａには、その端部（周
縁部、例えば、図５の端部７ｄ，７ｅ等）に沿って複数のコネクタ（外部接続コネクタ、
図示せず）が設けられる。これら複数のコネクタがバックカバー２ｆとバックプレート８
ｂとの間の隙間（開口部）から露出される構成である場合、回路基板７Ａが領域Ａ１に位
置されることで、回路基板７Ａの端部（周縁部、例えば、図５の端部７ｄ，７ｅ等）がバ
ックプレート８ｂの周縁部に沿いやすくなる。よって、隙間（開口部）をより容易に設け
ることができる。
【００２９】
　また、図６に示すように、回路基板７Ｂでは、フレームレートコンバータ回路２０Ｂが
上側に、タイミングコントロール回路２０Ｃが下側に、設けられている。そして、回路基
板７Ｂのリブ９Ａ（右側のリブ９Ａ）に対向した端部７ａには、コネクタ１２ａが設けら
れている。また、図５に示すように、回路基板７Ａのリブ９Ａ（右側のリブ９Ａ）に対向
した端部７ｂには、コネクタ１２ｂが設けられている。コネクタ１２ａにはフラットケー
ブル１２のコネクタ１２ｃが結合され、コネクタ１２ｂにはフラットケーブル１２のコネ
クタ１２ｄが結合されている。これにより、入力信号処理回路２０Ａとフレームレートコ
ンバータ回路２０Ｂとが電気的に接続される。
【００３０】
　また、図６に示すように、フレームレートコンバータ回路２０Ｂおよびタイミングコン
トロール回路２０Ｃは、回路基板７Ｂに設けられた複数の導体パターン２０ａによって電
気的に接続されている。導体パターン２０ａを設けたことで、ケーブルを使用した場合に
比べて、より安価にかつよりコンパクトに構成することができる。なお、図６に示すよう
に、本実施形態では、回路基板７Ｂの上下方向の中央部、すなわち、フレームレートコン
バータ回路２０Ｂとタイミングコントロール回路２０Ｃとの境界部に、冷却用のファン２
０ｂが設けられている。よって、ファン２０ｂを、フレームレートコンバータ回路２０Ｂ
およびタイミングコントロール回路２０Ｃの二つの回路で共用することが可能となる。
【００３１】
　また、図示しないが、図５で、回路基板７Ｂのさらに下側の、表示部４の下側の端部に
沿う位置には、左右方向に沿って、ドライバ回路２０Ｄが設けられている。このドライバ
回路２０Ｄは、左右両側に亘って設けられているため、タイミングコントロール回路２０
Ｃは、左右方向の中央部に近い位置に配置されるのが望ましい。よって、左右方向の中央
部に位置した第二の領域Ａ２に回路基板７Ｂが設けられ、この回路基板７Ｂの下側にタイ
ミングコントロール回路２０Ｃが設けられる本実施形態のレイアウトは、タイミングコン
トロール回路２０Ｃの位置として好適である。なお、図６に示すように、回路基板７Ｂの
下側の端部７ｃには、タイミングコントロール回路２０Ｃとドライバ回路２０Ｄとの電気
的な接続に供されるフラットケーブル１７のコネクタ１７ａ，１７ｂが設けられている。
【００３２】
　また、図５で背面８ａの左右方向中央部の上側の領域Ａ３に位置された回路基板（第三
の回路基板）７Ｃには、少なくともＤＡコンバータ等を含む電源回路（図示せず）等が設
けられる。電源回路を左右方向中央部へ配置することで、回路基板７Ｃと複数の回路基板
７Ａ，７Ｂ，７Ｄとの間で配置される電源ケーブル（図示せず）をより短くすることがで
きる。また、回路基板７Ｃを上方に配置することで、下方に配置した場合に比べて電源回
路で生じた熱を排出しやすくなって、その熱による他の部分（例えば回路基板７Ａ，７Ｂ
，７Ｄ等）への影響を抑制しやすくなる。
【００３３】
　そして、本実施形態では、図５に示すように、回路基板７Ｂが左右方向中央部（すなわ
ち、領域Ａ２，Ａ３）の下側（領域Ａ２）に位置されるとともに、回路基板７Ｃが左右方
向中央部の上側（領域Ａ３）に位置される。よって、二つのリブ９Ａの上下方向中央部間
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ト８ｂの剛性および強度を向上しやすくなる。そして、回路基板７Ｃは、同じ左右方向中
央部の領域Ａ２，Ａ３にある回路基板７Ｂよりも上方に位置されているため、回路基板７
Ｂに回路基板７Ｃの電源回路の熱の影響が生じるのを抑制することができる。
【００３４】
　さらに、左側の領域Ａ４の回路基板（第四の回路基板）７Ｄには、発光部１６に設けら
れた複数の発光体の発光を制御する発光部駆動回路（図示せず）等が設けられている。す
なわち、本実施形態では、略Ｈ字状のリブ９によって壁部としてのバックプレート８ｂの
背面８ａ上に形成される四つの領域Ａ１～Ａ４に、比較的大きな回路基板７Ａ～７Ｄのそ
れぞれを、より効率良く配置することが可能となる。
【００３５】
＜第２実施形態＞
　図７に示すように、第２実施形態にかかる映像表示装置１Ａは、フレームレートコンバ
ータ回路２０Ｂおよびタイミングコントロール回路２０Ｃとともに、入力信号処理回路２
０Ａが設けられた回路基板（第五の回路基板）７Ｅを備えている。このような構成でも、
上記第１実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００３６】
　また、図８に示すように、本実施形態では、電源回路（図示せず）が設けられた回路基
板（第六の回路基板）７Ｆが、回路基板７Ｅに対して左右方向に（本実施形態では右側に
）ずれた状態で配置されている。これにより、電源回路の熱による回路基板７Ｅへの影響
をより一層抑制しやすくなる。なお、本実施形態でも、回路基板７Ｆは上側に配置され、
回路基板７Ｅ等の他の部分に回路基板７Ｆの電源回路の熱の影響が生じるのを抑制するこ
とができる。
【００３７】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態には限定さ
れず、種々の変形が可能である。映像表示装置や、筐体、表示部、壁部、リブ、各回路、
回路基板、導光部、発光部、発光体、導体パターン、実装部品、素子等のスペック（構造
や、方向（上下、左右）、形状、大きさ、長さ、幅、厚さ、高さ、数、配置、位置、材質
等）は、適宜変更して実施することができる。
【００３８】
　本発明の実施形態によれば、フレームレートコンバータ回路とタイミングコントロール
回路とがそれぞれ別個の回路基板に設けられることによる不都合が生じにくい映像表示装
置を得ることができる。
【符号の説明】
【００３９】
　１，１Ａ…映像表示装置、４…表示部、４ａ…表示画面、７…回路基板、７Ａ…（第一
の）回路基板、７Ｂ…（第二の）回路基板、７Ｃ…（第三の）回路基板、７Ｄ…（第四の
）回路基板、７Ｅ…（第五の）回路基板、７Ｆ…（第六の）回路基板、８ａ…背面（表面
）、８ｂ…バックプレート（壁部）、９…リブ、９Ａ…（第一の）リブ、９Ｂ…（第二の
）リブ、１４…バックライト部（バックライト機構）、１５…導光部、１６…発光部、２
０Ａ…入力信号処理回路、２０Ｂ…フレームレートコンバータ回路、２０Ｃ…タイミング
コントロール回路、２０Ｄ…ドライバ回路。



(9) JP 4996736 B2 2012.8.8

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(10) JP 4996736 B2 2012.8.8

【図７】

【図８】



(11) JP 4996736 B2 2012.8.8

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４７Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５０Ｚ          　　　　　

(56)参考文献  特開２０１０－２１３２８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３６６１２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２８３５４８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｆ　　　９／００　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３６　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／６６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

